
30年度の進捗状況

①事業目的

本学の建学の精神である『歯科衛生学、保健福祉学に関する専門の学術を教授・研究し、教
養と良識を備えた有能な歯科衛生士、介護福祉士を養成し、保健福祉に貢献すると共に、歯
科衛生学、保健福祉学の進展に寄与する』を踏まえ、高等教育機関としての教育研究機能を
最大限に活用し、歯科衛生学、保健福祉学を包含した口腔医学研究を推進する。加えて、ス
テークホルダーへの情報発信や、協働・評価・協力体制を強化し、社会資源としての地域人材
育成により、口腔機能向上からの健康長寿社会の実現を事業目的とする。

②30年度の実施目標
及び実施計画

1）研究活動：口腔・栄養・運動機能・社会資源創出に関する4つの研究チームにおける研究活
動を推進する。29年度内に実験室の空調整備や実験設備・器械・備品等の購入が完了。これ
を使用した実験研究を始動する。
2）ブランディング戦略（広報活動・地域活動等）
（1）本事業専用ホームページを開設し、教員の研究プロフィールを掲載する。
（2）高校生・一般向けリーフレットを1,000部作製し配布する。
（3）新聞、高校生向け雑誌に本事業の記事をそれぞれ1回掲載する。
（4）高校訪問時に、本事業と口腔機能向上支援による健康寿命の延伸を啓発する。
（5）オープンキャンパスで受験志願者・保護者に口腔機能向上支援による健康寿命の延伸を
啓発する。
（6）公開講座（専門職向け）で口腔機能向上支援による健康寿命延伸を啓発する。
（7）各ステークホルダー代表者で構成する事業推進協議会第1回を年度内に開催する。
（8）地域における活動（地域公開講座・地域交流カフェ・地域公開ゼミ）において本事業を広
報する。
（9）企業・研究所訪問：共同研究や産学官連携研究を検討する。
（10）学会等における広報活動：関連する学会・研修会等に参加し広報活動を行う。

③30年度の事業成果

1）研究活動：４つの研究チームおよび９つの公募研究グループにおける研究報告会を8月,3
月の2回開催した。
2）ブランディング戦略（広報活動・地域活動等）
（1）事業専用ホームページでの教員3名の研究活動プロフィールを掲載した。
（2）高校生・一般向けリーフレットを1,000部作製し、地域公開講座と交流カフェ等で約600
部、学会等で約400部配布した。
（3）6月以降の高校訪問ならびに教員対象オープンキャンパス（7月5日）では、大学の将来ビ
ジョンと本事業の紹介および「口腔機能向上による健康長寿」を、リーフレットを約140部配布し
啓発した。
（4）7月,8月,11月,3月のオープンキャンパス参加者は約130名であった。
（5）30年度公開講座「オーラルフレイルと口腔疾患」を9月30日に開催し、約60名が参加した。
（6）研究ブランディング事業推進協議会を3月18日に開催し、歯科通院中高齢者の口腔機能
の現況調査の促進および歯科衛生士への「口腔機能低下症」教育の充実等を協議した。
（7）平成30年12月9日　福岡歯科大学学会において事業報告会を行った。
（8）関連する学会（日本口腔ケア学会、日本老年歯科医学会、日本歯科衛生学会、日本歯
科衛生教育学会等）の学術大会および研修会に参加し、リーフレットを配布し広報活動を行っ
た。
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（自己点検・評価）
1）研究活動：各研究チーム、および新たに９つの公募研究グループの報告会を8月,3月に開
催するなどさらにチーム相互の研究の周知が図られ、研究成果の統合およびブランディング活
動がより活性化した。また、実験室の空調整備等が年度内に完了し、30年度からの本格に始動
した。
2）ブランディング戦略：6月以降の高校訪問ならびに教員対象オープンキャンパス（7月）では、
大学の将来ビジョンと本事業の紹介および「口腔機能向上による健康長寿」を、リーフレットを
約1,000部配布し啓発した。リーフレットは、一般にも理解しやすいデザインや文章表現とするな
ど改善を行った。事業専用ホームページには30年度に実施したイベント情報を随時掲載するな
ど、広報活動に力を入れた。
　公開講座（専門職向け）では、「オーラルフレイルと口腔疾患」と題し、口腔機能の維持・向上
はオーラルフレイル予防につながり、オーラルフレイル予防は全身運動や栄養改善とともに、フ
レイル予防・要介護予防ひいては健康寿命の延伸へとつながる旨の講演を行い、本事業の内
容を広く、地域の専門職の理解を得た。
　研究ブランディング事業推進協議会では平成30年度の事業内容を振り返るとともに、次年度
の事業計画案を各ステークホルダーの代表者と協議することにより、本事業の意義や目的の
理解がさらに得られた。
　地域公開講座における全身の体操と健口体操の組み合わせや、地域公開ゼミにおける個別
指導と体験学習は口腔機能維持の重要性を啓発するのに効果が高いと推測され、継続した
い。また、かふぇもりのいえの継続実施によって、昨年同様、地域における「口腔機能向上でイ
キイキ長寿」の意識定着の検証に繋がることを期待される。学会等においては本研究の学術発
表３題・福岡歯科大学学会におけるブランディング事業報告会が実施され、広報活動に寄与し
た。
（外部評価）
　令和元年6月末に外部評価委員会を開催し、平成30年度ブランディング事業の取り組み及
び成果を報告するとともに、外部評価委員に意見を求める予定である。

④30年度の自己点
検・評価及び外部評
価の結果

⑤30年度の補助金の
使用状況

事業に関する経費については、研究ブランディング事業実施委員会を開催し、予算金額を設
定し、適切に管理した。
広報費：ブランディング事業ホームページの作成、リーフレットの作製と配布および学会等での
広報活動を行い、学内外へ情報発信を行った。
研究費：各チームが事業計画に沿って適切な執行を行った。


